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学校だより１０月号    

 

 

京都市立松尾小学校 

令和８年 ９月３０日 

校長   伊藤  幸範   

                   

 

 
学校教育目標 

自分でよりよく みんなでよりよく チャレンジする 松尾の子 
 

２０日…避難訓練 

２１日…６年携帯スマホ教室 

２６日…新１年生入学届受付開始 

２８日…支部育成学級交流会(樫原小) 

３１日…委員会 

みんなでつくる学校、みんなでつくる社会 

 9 月の学校は、10 月 9 日に開催予定のマツリンピックに向けた練習一色でした。子どもたちは毎日汗を流し、教職員もよ

り良い運動会にしようと準備や指導に力を注いでいます。 

 運動会の練習では、子どもたちの成長を感じる場面がたくさんあります。その一方で、当然ながら様々なトラブルや意見の

違いも生まれます。勝ち負けへの思いが強くなりすぎることもありますし、練習に取り組む熱意の差から仲間とぶつかること

もあります。体調がすぐれず思うように参加できない子もいます。 

 しかし私は、こうした出来事もまた大切な学びだと思っています。なぜなら、同じ出来事を見ても、みんなが同じように感じ

るとは限らないからです。それぞれの立場や経験、置かれている状況が違えば、見え方も考え方も変わります。 

 例えば、天候が心配な日の運動会開催についてもそうです。「仕事の都合で予備日は参加できないので、このまま実施して

ほしい」と考える方もおられます。一方で、「体の弱い子どもがいるので、安全を第一に考えてほしい」と願う方もおられま

す。どちらの思いにも十分な理由があり、その気持ちはよく理解できます。 

 先日、前期の学校評価アンケートの自由記述を読ませていただきました。そこには、学校への励ましや感謝の言葉ととも

に、「タブレットを使用する授業や LGBT に関する学習は必要ないのではないか」「給食の内容が貧相。栄養的には良いが、

もっと子どもたちが楽しんで食べられる内容にしてほしい」といったご意見もありました。  

 正直なところ、最初は驚いた意見もありました。しかし、無記名のため詳しいお話を伺うことはできませんでしたが、その背

景には保護者の方それぞれの経験や願い、お子様への思いがあるのだろうと考えています。貴重なご意見を寄せていただい

たことに感謝しています（学校評価の詳しい結果は、後日お知らせします）。 

 一方で、学校は一人一人に寄り添うことを大切にしながらも、すべての子どもたちの成長を支える場です。そのため、様々

な意見に耳を傾けながらも、「子どもたち全体にとって何が最善か」という視点で判断していく必要があります。みんなが

100％満足する答えを見つけることは難しいかもしれません。それでも、お互いの思いに耳を傾けながら、よりよい着地点を

探していくことが大切だと考えています。 

 これは子どもたちの世界でも、大人の社会でも同じです。自分の思いを大切にしながら、相手の立場にも耳を傾けること。

時には折り合いをつけたり、譲り合ったりすること。その積み重ねによって、みんなが安心して過ごせる集団や社会がつくら

れていきます。 

 マツリンピックの練習も、まさにその学びの場です。競技の結果だけでなく、仲間と意見を出し合い、ときにはぶつかりなが

らも力を合わせて一つの行事をつくり上げる経験を大切にしたいと思います。当日は、子どもたちの成長した姿をぜひご覧

ください。 

                                                              松尾小学校長 伊藤 幸範 

＜お願い＞学校だよりのご意見・ご感想などがあれば教えてください。学校だより作成の参考とさせていただきます。 

９月末現在の予定です 

日 曜日 行事・SC（スクールカウンセラー）・SSW（スクールソーシャルワーカー） 保健・給食 地域・PTA

1 木 鶏卵除去食

2 金

3 土

4 日

5 月 クラブ活動（卒アル撮影）　SC

6 火 もこもこ朝読み6年

7 水 SSW　ALT　こじか号　3年畑の学校 フッ化物洗口

8 木 マツリンピック前日準備　ALT
PTA草引き
もこもこ朝読み5年

9 金 マツリンピック2026

10 土

11 日
体振運動会
（松尾中）

12 月 スポーツの日

13 火 マツリンピック予備日① うずら卵除去食

14 水 マツリンピック予備日②　SSW フッ化物洗口

15 木
保健安全の日　5年パナソニックオンライン授業
3年畑の学校予備日

視力検査1年 もこもこ朝読み1年

16 金 なかよしの日 視力検査2年,６くみ

17 土

18 日

19 月 5年だしの授業　SC 視力検査3年

20 火 5年社会見学　6年マツオタイム⑤
視力検査4年
鶏卵除去食

もこもこ朝読み2年

21 水 SSW　ALT フッ化物洗口

22 木 研究授業（6くみ以外4時間授業） 視力検査5年
もこもこ朝読み3年,6
くみ

23 金
視力検査6年
和献立

24 土
少年補導紙飛行機大
会

25 日 6年陸上記録会

26 月 6年卒業アルバム写真撮影　委員会活動（卒アル撮影）SC うずら卵除去食

27 火 もこもこ朝読み4年

28 水 代表委員会　2年図書館見学　SSW　ALT フッ化物洗口

29 木 研究授業（2-1以外4時間授業）ALT 検尿

30 金 4年マツオタイム➃ 検尿

31 土

http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/matsuo-s/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月学校預り金等の振替 
前日までに銀行にご入金ください。毎月１０日 
（銀行休業日の場合は翌営業日）に振替です。 

 

 

 

 

 

 

２日…１,２年校外学習 

（1 年：鉄博、2 年：京都水族館） 

   松尾中チャレンジ体験（～６日） 

４日…研究授業 

（3-3 以外 4 時間授業 13:30 完全下校） 

   人権朝会 

５日…松尾中入学説明会、2 年図書館見学 

６日…6 年校外学習（嵐山） 

９日…児童朝会、6 年制服採寸、こじか号 

１０日…4 年社会見学（琵琶湖疏水） 

１２日…2 年まち探検、 

６くみマツオタイム 

１３日…研究授業（6-３のみ 6 時間授業） 

    2 年まち探検 

１６日…クラブ活動 

１７日…６くみ支部交流会 

１８日…3 年社会見学（工場見学） 

    4 年自転車免許検定教室 

２０日…就学時健康診断 

２４日…2 年まち探検 

２５日…2 年まち探検、 

松尾中オープンスクール 

２６日…授業参観・講演会 

地域の畑の先生に教わりながら、畑に大根の種を植えました。地域の方に質

問をするときは、積極的に手を挙げる姿も見られました。１２月の収穫まで、毎

月畑に行きます。これからの学習が楽しみです。 

   

学年 金額 

１年 ２,０００円 

２年 １,８００円 

３年 ２,５００円 

４年 ２,６２５円 

５年 ３,８９０円 

６年 ３,７００円 

 

 

 

 

1５日（火）に西京区役所の防災課の方に来ていただき、避難所運営訓練を行いました。子どもたちは、各係に分かれ

て、それぞれの仕事を体験しました。食料はどのようにして配るのかなどを考えたり、段ボールベッドを作ったり、応急手当

の練習をしたりとそれぞれの係で頑張ってやっていました。いざという時の備えをしておくことは大事ですね。 

１８日（金）にマツオタイムを行いました。総合的な学習の時間では、『生きる』をテーマに学

習を進めています。まず「共に生きる」をテーマに考え、一人一人が生きやすい社会について

考え、それぞれの思いや考えを発表しました。 

1１日（金）に緊急時引き渡し訓練を実施しました。この夏、日本のいろいろな場所で大雨や

地震で大きな災害が起きています。このようなときに、子どもたちを安全に家庭に帰すために

引き渡し訓練を行いました。いつ、何が起こってもいいように訓練をしておくことは大切です。こ

れを一つの機会として、ご家庭でも緊急時についてのお話をしていただければと思います。 

 

 

 

 

 

8月2７日に学校保健委員会を行いました。学校

薬剤師の寺尾先生から「水分補給について」の講

演をしていただき、子どもの水分補給の重要性を再

認識しました。これからの教育活動に生かしていき

ます。 


